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日 新吾 (1530～ 1018)r陣吟語』(その7)

1 人流の品格は、君子小人を以つてこれノを定むれば、大率、九等有 り。君子の中の
ゆ          よろ

君子有 り。才全 く徳備わ り、往 くとして宜 しか らざるなき者な り。君子有 り。徳に
0た か                         せんにた      し,んが う人′ば くヽ        わず

優 に して才に短なる者な り。善人有 り。悔雅温撲 に して、僅かに自ら守 るに足 り、
いえど            あた      さゆうこう  つと

識見は正しと雖 も自ら決する能わず。翡 行は力むと雖も自ら保つ能わず。
しゆうしん と も は じ

衆 人有 り。才徳識見、倶に取るに足るなく、世 と浮沈 し、利に趨 り、害を避け、

藤像たる風俗の中、自ら表異するなし。小人有 り。偏気邪心、ただ己私をこれ殖 し、いやL(                                                           いんがえ′
荀 も欲する処を得れば、また物を害せず。小人の中の小人有 り。貪残陰猥に して、

意の極まる所を 恣 に し、而 して才は以つてこれを済すに足 り、 怨 を飲め、情み
こ さ

て終 え、顧忌す る所な し。

外 に小人 に似 た るの君子有 り。 高 峻奇絶 に して、俗検 に就かず。然れ ども規模
こうえん        しようしじようらい

宏 遠 に し て 、 小 疵 常 類 は 、 以 つ て こ れ を 病 ま す に 足 ら ず 。 君 子 に 似 た る の 小 人 あ り 。
ろ うさのラぶん       よ  おさ

老詐濃文にして、善く蔵め巧みに借り、天下の大悪を為し、天下の大名を占め、事幸いに
こうせい  わぎむ              つい

して敗れざれば、当時、後生皆 欺 く所となり、而して党に知らざる者なり。
かん′            ざよう    せい                           まし

君子、小人の間なる者なる有り。行 もまた正に近くして偏し、語もまた道に近くして雑り
すなわ          こ ぼ く  たつと                            こそ く

円通を学べば 便 ち俗 に近く、古朴を 尚 べば則ち腐に入り、寛なれば便 ち姑息、厳なれば
もうしゆう                                           っね      そこな

便ち猛 鵞なり。この人や、君子の心ありて、小人の過ちある者なり。毎に道を 害 うに至る。

学者これを戒めよ。 (品  操 )

(意訳) 人間の品格は、君子 と小人の見地か ら観察 して九つの等級に分けられる。

一 君子の中の君子 才 (能 力)と 徳 (人格)を 円満に兼ね備わ り、往 くとして可なら

ぎるものであ り、どんな事態にもきちん と対処することができる。

二 君子 徳 (人格)はすばらしいが、やや才とか智などの能力に欠けている。

三 善人 温か く素直な心を持ち、教養があつて垢抜け し、一所懸命に努力はしている

が、それは辛 うじて自ら守 る程度のものであり、人を化する程の積極的な力はない。
し0う じん

四 衆 人 能力・人格・識見の何れ も際だつたものはない。世 と共に浮 き沈み しなが ら、

己のfllに 走って害を避 け、小石のように平凡で役立たずだが、それに異を表す ることもで

きずに一生を終わつて しま う。

工 小人。気性が偏 り心がね じけていて、ひたす ら自分の利益のみを追求する。しか し、

理性はもつているので、欲 しいものが手に入れば、それ以上周囲に迷惑はかけない。

六 小人の中の小人 根性ががひね くれ、意のままに振る舞い、そ うするだけの才はあ

る。人に嫌われ恨 まれても一向に顧みて気にすることもない。

七 小人に似た君子 高く構 えて人を寄せ付けず、世間の しきた りには拘束 されない。

しか し、器量や人柄が大きいので小さい傷や通常の欠点などは問題にならない。

人 君子に似た小人 巧みな嘘をつき うわべを飾 り、大 きな悪事を重ねなが らも名声を

得 る。 しかも悪事が露見 しないので、その時代の人 も後生も欺かれて気づ く者はいない。

九 君子 と小人の間の人間 正直なようで偏 り、まともなようで要領 を得ず、円満なよ

うで俗、枯れた味 も役にたたず、寛大なようで姑息、厳格なようで猛々しく、君子を装い

小人の過ちを犯 し結局は理想か ら離れていく。 くれ ぐれ も用心 しない といけない。

(余説) 安岡正篤は、一のタイプの典型は西郷隆盛、五は勝海舟で小人型の至れるもの、

九で連想 されるのは毛沢東である、と書いてお られます。 (口申吟語を読む 。竹井出版 )
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2 人情の識有 り、物理の識有 り、事体の識有 り、事勢の識有 り、事変の識有 り、 |
精細の識有 り、闊大の識有 り。此れ皆兼ぬべか らぎるな り。而 して事変の識 は  |
難 しと為す、闊大の識 は貴 じと為す。             (人  情)  |

(解説))～歴史を学び人生を考えるには、次の七つの見識を常に念頭に置きたい。～

一 人情の識  人間は単なる知性の存在ではな くて、非常に微妙複雑な感情 を持 つ

ている。 また意欲 とい うもの もある。論理は大脳皮質の機械的な働 きに過ぎないが、

感情は実に内面的・全体的な働 きであ り、複雑・微妙・個別的である。それ を理解す

るのが人情の理である。
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二 物理の識 地球温暖化や異常気象・地震など、もろもろの自然現象を支配する

法則や体系化は、現代の最新科学でもつてしても不明なことが多くある。体の老化や

病気の問題にしても同様であろう。それでも今の自分の能力や理性で判断できる物理

の理も多く
ャィ:「

～

「 言そP‐ F、キ11査?FやIPl..=‐ ■・ ■‐  |■ |■ |

三 事体の識 表面に現れた ものではなくて本体を掴むこと。全ての物事には現象

と内容の両面がある。表面に現れると認識 しやすが、それは皮相にす ぎず、奥深 く隠

れている本体はなかなか把握 しがたい。 これは己の身体はもちろん、社会問題や国内

外の情勢に して も同様である。物事の奥に潜む本質に思いを致す ように したい。

四 事勢の識  さまざまな問題や事件などは、あたか も台風のごとく千変万化す る

勢いがあ り、決 して静止 した ものではない。また、機械的・論理的に一律に動 くもの

で もない。そのような微妙な動 きを大観 して、思いを及ば し捉 える見識である。

五 事変の識 事勢の識が大観 しているのに比 して、個 々の事実に即 したのが事変

の識である。事勢は常に事変に満ちてお り、そのエネルギーが どう変化するのか、こ

れを把握するのが事変の識である。政治や経済、社会事象や 自然事象等の各要素につ

いて細かく分析 して、正確 な情報を的確に知 ることである。

六 精細の識 事変の識 をさらに細かい部分につつこんだ詳細な識である。ただ、

精細の識 を備 えていて も、局所にとらわれて事勢の識や事変の識 を忘れて しまつては、

物事の解決には及ばない。

七 闊大の識 小 さいことに拘泥せずに、大観 して論断 し決断す る、大局的な識で

ある。事変の識や精細の識 を元にしながら、部分や枝葉末節にとらわれることなく、確

実に全体を把握 して決断する全機的な識で
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～上記の識は何れ も大切なものであるが、これ らの全てを兼ね備えることは難 しい。そ
か つた い

の中でも最も難 しいのは 「事変の識」であ り、最 も貴いのは 「 闊大の識」である。～

(余 説)こ うしてみると容易なことではありません。、できるだけ多くの見識を、特に 「事
う。́つメごやヽ

変 の識 」 と 「 闊大の識 」 を備 え、全体をコン トロールす る全機的な機能を有す る人物

が、政財界やマスコミ・ジャーナ リズムの世界に現れ るのが、切望 されますき

一方 これ らの見識は、己の残 された人生の 「身の処 し方・生 き方」を考慮す る上でも、

参考になるような感 じもしますが、いかがで しょうか。
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